
おもてなし空間整備支援事業
（グリーンバンク事業メニュー）

目的 ・世界各地からの来訪者へ本県の魅力をアピールするため、駅前や観光地など多くの

人々が行き交う場所に、地域のシンボルとなる花と緑のおもてなし空間を創造する。
・整備した空間は、将来に渡って地域に受け継がれていくものとするため、地域住民
や事業者の協働体制を構築しながら推進する。

支援方法 グリーンバンク補助事業として、市町、緑化団体等で構成する協議会に交付（※）

実施期間 ～Ｒ３(予定)
補助要件
○協議会形式
・市町は、市町観光協会、商工会議所・商工会、緑化コーディネーター、苗等供給業者などから
なる協議会を編成し、まちづくりの方向性や花の地域性に合わせた方針、維持の方法等を検討
すること。

○専門家アドバイス
・協議会には、周囲の景観への配慮、花種の検討、維持管理の検討のため、専門家によるアドバ
イスを受けること。（専門家はグリーンバンクから派遣可能）

○設置場所
・駅前及びその周辺、交流拠点及びその周辺の地域の玄関口となる場所
○補助対象
・緑化土台（潅水装置等を含む）、芝生、花等の飾り
○補助額
・１箇所上限 1,500千円（新規箇所）、500千円（継続箇所）
（補助率1/3）（継続箇所は整備翌年から２年に限る）

資料２

平成30年度実施箇所

○ハンギングバスケット 18基
木製プランター 13基 等

修善寺駅周辺
伊豆市花と緑のおもてなし
空間整備事業推進協議会

○ハンギングバスケット 25基
フラワータワー １基

新富士駅
富士山口

みどりいっぱい
富士市民の会

○ハートのトピアリー １基
（愛染院跡地）

○ハンギングバスケット 11基
（一番街アーケード）

愛染院跡地
一番街アーケード

三島市緑化運動
推進協議会

○道路脇にある県有地約100㎡に、
韮山反射炉、狩野川をモチーフ
にした立体的な花壇を整備

(国)136号
反射炉入口交差点

花咲く伊豆の国
推進協議会

整備内容実施箇所整備主体



伊豆の国市南條 （国）136号 反射炉入口交差点

平成30年度整備事例
伊豆の国市

↑韮山反射炉、狩野川をモチーフにデザインし、伊豆ジオサイトの六方石を多数使用↑

↑散水装置を設置するほか、潅木・宿根草を多く配置し、管理の手間を軽減↑



三島市一番町 愛染院跡地（三島市民文化会館付近）

平成30年度整備事例
三島市

「花のまち」の
新たなフォトスポットとして整備



新富士駅 富士山口

平成30年度整備事例
富士市

修善寺駅

平成30年度整備事例
伊豆市


